第５学年○組　　道徳指導案
日時：平成○○年○月○日（○）第○校時
場所：５の　教室　　指導者：　　　　　
１　主題名　自分ができることを　Ｃ－16よりよい学校生活、集団生活の充実
２　教材名　「どこかでだれかが見てくれている－福本清三」
　　　　　　出典「５年生の道徳」（文溪堂）

３　主題設定の理由　　
（１）ねらいとする価値

第５学年及び第６学年の内容項目Ｃ－16は、「先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってよりよい学級や学校をつくるとともに、様々な集団の中での自分の役割を自覚して集団生活の充実に努めること」となっている。児童が高学年としての自覚をもち、学級や学校、身近な集団における様々な活動に積極的に参加し、自分の役割を果たすことが求められる。
責任をもって自分の役割を果たすということは、社会で生活していくために必要な資質である。様々な人々が自分の責任を果たし、互いが支え合っていくことで豊かな社会が形成される。そのためには、自分の役割を自覚し、責任をもって最後までやり抜く力が必要である。しかし、現状には、自分の役割を簡単に投げ出したり、役割の意義を考えずに漫然とこなしたりすることもある。そこで、集団における役割のもつ意味、責任を果たすことの尊さに気付き、共によりよく生きようとする子を育てたいと考えた。
（２）児童の実態
　本学級の児童は、当番や係活動を熱心に取り組むことができる。さらに、５年生から始まった委員会活動では与えられた仕事を真面目に取り組む姿が多く見られる。しかし、「活動するように指示されたから仕方なく取り組んでいる」「やらないと叱られるからやっている」といった気持ちが強く働いているように感じる。また、自分に任された仕事をやり忘れたり、いい加減にやったりして、友達や全体に迷惑をかけてしまう児童も一部いる。
そこで、一人一人が自分の役割を自覚し、責任を果たすことで、学級や学校という児童にとって身近な集団をよりよくすることができると気付かせたい。そして、自分ができることは何かを考え、主体的に責任を果たそうとする気持ちを高めていきたい。
（３）本時の教材について
　本教材に登場する福本清三さんは、時代劇映画の町人や商人役などの端役を演じる俳優の一人として働き始めた。続けているうちに、立ち回り場面の「きられ役」を割り当てられるようになる。「きられ役」は主役の俳優が輝いて見えるように演技をし、台詞（せりふ）もなければ、顔がはっきり画面に映ることもない。黙々と続けていた福本さんであるが、ある日、当時人気俳優の萬屋錦之介さんに仕事を認められ、はっとする。そこから自分の仕事に誇りをもち、独自のきられ方を考案し、最後にはハリウッド映画に出演し、世界中にその名を知られるようになる。
　端役を黙々と続けていた福本さんに対して、「仕事だから仕方がない」「きられてばかりでつまらないだろう」と児童は共感できると考える。また、大俳優の萬屋さんに褒められ自分の役割を自覚した後、主役を引き立たせるためのきられ方を考え、工夫を重ねる福本さんの姿を「かっこいい」「すごい」と感じるだろう。よりよい映画にするために、端役として自分にできることを考えて取り組む福本さんの姿から、自分の役割を自覚し、責任を果たすことの大切さを考えるのに適した資料である。
　本時では、まず福本さん出演の時代劇映画を見せる。児童は主役の演技に注目するだろう。そこで、本時は主役ではなく、きられた役者についてみんなで考えようと投げかける。資料を語り聴かせた後、萬屋さんにきられ方を褒められ、はっとしたときの福本さんの気持ちを考え、聞き合う場を設ける。そうすることで、みんな一人一人に自分の役割があることを自覚させたい。さらに、「福本さんの生き方についてどう思いますか。」という発問を取り入れる。互いの考えを聴き合うことを通して、自分ができることを考えてやり抜くことのすばらしさ、よりよい学校生活を目指して主体的に自分の責任を果たしていこうとする意欲を高めたい。
４　本時の指導
 (1)　ねらい
・名もない端役の自分にできることを考え、責任をもって演じ続けた福本さんの生き方から学んだことや考えたことを聴き合うことを通して、自分の身近な集団をよりよくするための自分の役割を自覚し、主体的に責任を果たそうとする意欲を高める。
  (2)　児童の取組
・ステップ②
 (3)　準　備

教師： 視聴覚教材、場面絵、センテンスカード、ワークシート
 (4)　関　連
　　・行事「発表会」
　　・委員会活動、係活動、清掃活動、通学団登校など
　　・学級活動「こんな自分になりたい」
(5)　展　開 　
	時間
	子どもたちの活動
	・支援　◆評価

	
	１　福本清三さんが出演している映像を見る。
・主役の人に目立ってた。
・この主役の人知ってる。
・きられた人かな。
	・福本清三さんが、どのような仕事、役割をしている役者か知るため、出演している映像を流す。

	５
１０
１５

	２　教材「どこかでだれかが見てくれている」を聞く。
３　萬屋さんにきられ方を褒められ、はっとしたときの福本さんの気持ちを考える。

・自分のやってきたことは間違いではなかった。
・きられ役も大切な役なんだ。
・自分が支えてよい映画にしたい。
・もっと練習して主役を引き立たせたい。
４　福本清三さんの生き方についてどう思うか考え、話し合う。

【継続】

・きられ役を４０年間も続けてきたことが、すごいと思う。

・きられ役を頑張って続けて、最後にはハリウッドの映画に出演したことがかっこいいと思った。
【工夫】

・主役が目立つように工夫を重ねていて、福本さんは本当によい映画を作りたかったんだと思う。

【努力】

・私だったら、いつまでも主役になれなかったら、やめてしまうと思う。

・福本さんのように頑張っていれば、誰かが必ず見てくれていて、認めてくれる。

【役割】

・福本さんは主役を目立たせるために自分の役があることを意識している。

【責任】

・端役の自分にできることを真剣にやっていて、責任感があると思う。
・自分の仕事に責任をもって取り組んでいるんだなと思った。
	・児童が場面を捉えられるように、本文の大切な言葉や台詞をセンテンスカードにし、黒板に貼り付けながら語り聞かせる。
・自分の役割を自覚した福本さんに気付くことができるように、はっとしたときの福本さんの気持ちを考え、互いの意見を聴き合う場を設ける。

・互いの意見を聴き合いながら自分の考えを述べることができるように、つなぎ言葉を使って発言するように促す。

・児童の思考を整理するために、児童とともに類型化しながら板書していく。
・考えを共有するために、友達のよいと思った意見や、もっと聞いてみたいと思った意見について発表するよう促す。

・もっと聞いてみたいと思った意見が出たら、元の発言者だけでなく他の児童にも自分の考えを伝えるように促す。

・児童の語った言葉や気になったところを大切にするために、色チョークを使って線を引き、見て分かるようにする。


	３５
	５　今日の授業で学んだことや考えたことを振り返る。
・頑張っていれば誰かが必ず見ていてくれるという意見を聞いて、僕も今の自分の役割を頑張りたいと思った。
・ぼくも福本さんのように、自分の役割に責任をもってできることをやっていきたい。
	・意見の聴き合いを通して考えたことを整理するために、振り返りの場を設ける。
◆自分の身近な集団をよりよくするための自分の役割を自覚し、主体的に責任を果たそうとする意欲を高めることができる。（発言・ワークシート）


はっとした福本さんは、このとき何を考えたのだろうか。





福本清三さんの生き方についてどう思いますか。
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